
会 派 代 表 質 問順位
(令和 5年 3月 定例会 )

※発言時間 :会派割 りとして 1会派20分、人数害Jり として 1人当たり2分

発 言 者

小久保貴史 議員
32分

飯 岡 宏 之 議員
30分

あさのえくこ 議員
28分

中 村 重 雄 議員
26分

会  派  名

つ く ば 自 民 党
(所属議員数 6名 )

自民 党 政 清 ク ラ ブ

(所属議員数 5名 )

つくtず
i百惹ネットワーク

(所属議員数 4名 )

創 生 ク ラ ブ

(所属議員数 3名 )

質問順位

1

2

3

4
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会派代表質問発言通告書

令和 5年度市政運営の所信 と主要施策の概要に姑 し、

表 して質問 したいので通告 します。

令不日5年 2月 14日

つ くば市議会議長 工頭 泰誠 様

会派名 つ くば自民党 代表者氏名

会 派 構 成 議 員 数  6人 発言者氏名

令 和 5年  2月 貯 日

午涌1' 時
'∂

分 受 付

(涌告書  2 本女:)No.1

下記の事項について、会派を代

黒 田  健祐

小久保  貴史

答弁者

市長

教育長

市長

市長

要 』
口

(1)つ くば駅周辺 リニューアル と市民活動拠点の今後に

ついて               i

(2)民間事業者ヘー括売却 した高エネ研南側の土地の現

状 と今後について

(3)教育の柱である「問いか ら始める学び」の実践 と将

来について

予算配分と歳入歳出のバランスと「静から動への転換」

を図る政策の考えについて

(1)ス マー トシテ ィ推進事業の推進状況 と今後について

(2)地域交流センター機能拡充事業 と今後の生か し方に

ついて

質 問 事 項

1 は じめ に に

つ い て (1～ 2

ページ)

2 令和 5年度

当初予算 (案 )

の概要につい

て (2～ 3ペー

ジ)

3 徹底 した行

政改革につい

て (3ぺ▼ジ)



会派名  つくば自民党 代表者氏名 黒田  律ネ若 NO。    2

※発言の質問事項 。要旨については、会派内で意見調整の上、提出してください。

※答弁は、原則 として市長が行います。    平成 15年 12月 1日 全員協議会了承

答 弁

者

市長

教育長

市長

市長

市長

市長

市長

要 』
日

不登校児童生徒の支援の見解について

高齢者の社会参加や生きがいづ くりを促進す るため

の施策について

(1)一般廃棄物の最終処分方法に関する検討について

(2)道路・街路・橋梁・ 河川等整備事業・維持管理事

業の今後の整備方針 について

(3)自 転車のまちづ くり事業 (拠点整備、イベ ン ト、

計画策定、バスランピング)と 今後について

ジオパーク中核拠点施設整備事業 (旧 筑波東中学校 )

の今後の活用と展望について

(1)つ くばの豊かな自然 を守 り未来に引き継 ぐための

施策について           ヽ

(2)公園建設事業について現状 と今後について

「世界のあしたが見えるまち」、今後の市政に姑す

る思いについて伺います。

質 問 事 項

4 安心 の子育

てについて (3

～4ページ)

5 頼れ る福祉

につ いて (4ペ

ージ)

6 便利 なイ ン

フラについて

(5ページ)

7 活気 ある地

域 につ いて (5

～ 6ページ)

8 誇れるまち

1こ つ い て (6～

7ペー ジ )

9 むすびにに

ついて (7～ 8ペ

ージ)



RS2116
会派代表質開発言通告書

令 和 5年 2月 16日

午れ II時 す∂分 受 付

(通告書  2 枚)No.1

令和 5年度市政運営の所信 と主要施策の概要に姑 し、下記の事項について、会派を代

表 して質問 したいので通告 します。

令不日 5年  2月  16日

つ くば市議会議長     様

会派名 自民党政清クラブ 代表者氏名 飯 岡 宏 之

会 派 構 成 議 員 数  5人 発言者氏名  飯岡 宏之

答 弁 者

市  長

市  長

市  長

長

　

長

長去目

市

　

市

教

長市

市   長

』
日要

(1)売去,し た高エネ研南側の土地に関 し、今後、
´
民間事業者 と協議 しなが ら進めてい く、市民が

利用 しやすい広場や防災拠点の整備な どについ

て市の考えをお伺い します。

(2)つ くばエクスプ レスの北部延伸に関 し、以下

市の見解 をお伺い します。

ア つ くば市のポテンシャルの変化について

イ 延伸に関わる市の関わ り方について

コーチング研修の成果 と今後の方針について市

の見解 をお伺い します。

(1)バースセンターの在 り方について市の見解 を

お伺い します。

(2)不登校児童生徒の支援 について、今後の取組

な ど市の見解 をお伺い します。

(1)バ リアフ リーの推進について、今後の方針 な
'ど市の見解をお伺い します。

(2)子 どもの学習支援事業や居場所づ くり支援事

業な ど、こどもの未来のための支援の取組 につ

いて市の見解 をお伺い します。

質 問 事 項

1 1ま じめに

(1～ 2ページ)

2 徹底 した行政

改革

(3ページ)

3 安心の子育て

(3～ 4ページ)

4 頼れ る福祉

(4～ 5ページ)

※発言の質問事項・要旨については、会派内で意見調整の上、提出してください。

※答弁は、原則として市長が行います。    平成 15年 12月 1日 全員協議会了承



会派名 自民党政清クラブ 代表者氏名   飯岡 宏之   NO.2

※発言の質問事項・要旨については、会派内で意見調整の上、提出してください。

※答弁は、原則として市長が行います。    平成 15年 12月 1日 全員協議会了承

答 弁 者

市   長

市   長

市   長

市   長

市

　

市

長

　

長

市   長

要 』
口

(1)老朽化す る文化施設 など、老朽化建築物の対

応 について市の方針 を伺います。

(2)「 自転車のまちづ くり」を推進す るための取

組の予定な ど、市の方針 をお伺い します。

(3)市長公約事業のロー ドマップ (2020-2024)に
位置付けられている市道妻木 。金田線及び県道

上野・花室線について以下お伺いします。

.ア  現況と課題について (市道妻木 。金田線及

び県道上野・花室線 )

イ 今後の取組について

地域の活性化の取組など、市の方針をお伺いし

ます。

(1)県 と協議中の洞峰公園を含め、市の公園の在

り方について市の見解をお伺いします。

(2)陸上競技場の在 り方についての市の見解、ま

た、 (仮称)つ くば市陸上競技場整備事業に関

し、大規模評価委員会から受けた指摘事項に対

する市の見解をお伺いします。

上記 7の件 を例に、市長の 「対話」についての

見解 をお伺い します。

質
′
問 事 項

5 便利なインフ

フ

(5ページ)

6 活気ある地域

(5～ 6ページ)

7 誇れるまち

(6～ 7ページ)

8 むすびに
'(7～・8ページ)
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会派代表質問発言通告書

令和 5年度市政運営の所信 と主要施策の概要に対 し、

表 して質問 したいので通告 します。

令和 5年 2月 16日

つ くば市議会議長 工頭 泰誠 様

会派名 つ くば・市民ネ ッ トワーク   代表者氏名

会 派 構 成 議 員 数  4人

令 和 5年 2月 とる日

午れ ti時 ギ分受 付
(通 告書  2枚 )No.1

下記の事項について、会派を代

歩白ヒ川 幸柱

あさのえくこ発言者氏名

答 弁 者

市長

市長

市長

教育長

要 』
口

(1)ス ーパーシテ ィについて

昨年つ くば市は国のスーパーシテ ィ型国家戦略

特別区域 として区域指定 されま したが、 この事業

を進めていく会議体 とされる 「区域会議」の役割

と市民意見の反映の方法について伺います。

(2)高エネ研南側未利用地について
フ

売去「は一部の公的利用を含め、とありますが、

アクセスを含めた施設整備計画の市民への周知、

説明について伺います。

つくばセンタービル及び地域交流センターを市

民活動拠点にすることについて、多様な市民が活

動できる拠点の整備が本格的に始まることを評価

し、その方針について以下伺います。

(1)今年の秋から順次オープンするつくばセン

タービルの市民活動部分には「書妻交流セン

ター」「市民活動センター」 「国際交流協会

」 「消費生活センター」の組織が入る予定で

す。現在は別々の組織で担当課も異なつてい

ます。オープン後の運営組織、相談業務、ま

た庁舎の各担当部署との関わりについて伺い

ます。

(2)各地域交流センター機能拡充事業について

、詳細を伺います。

(1)地域の子育て支援の充実について、多 くの事

業が進められていますが、それぞれの事業の連

携は どのよ うに進 めてい く予定で しょうか。

質 問 事 項

1 は じめに

(1～ 2ページ)

2 徹底 した行政

改革

(3ページ)

3 安心の子育て

(3～ 4ページ)



市長

市長

市長

市長

市長

(2)不登校対策支援

ア 不登校支援に関す る事業が多 く始ま ります

が事業を進 めるにあたつてのつ くば市の理念

を伺います。

イ 新規事業である民間フ リースクール と利用

者への支援事業の進め方について伺います。

ウ さまざまな事業間の連携 をどのように図

つてい く予定か伺います。

(1)障害のある人や特別 な配慮が必要なこどもた

ちが安心 して 自立 した生活を送 るため、バ リア

フ リーマスタープランの策定について伺います

(2)施設新設、改修などの際に障害者等当事者の

日線をどのように取 り入れていくか、その仕組

みづくりをどのように整備 していくか伺います

一般廃棄物の長期的な最終処分のあり方の検討
について、進め方とスケジュールを伺います。

労働者協同組合設立支援事業について

(1)労働者協同組合の設立支援事業の 目的 と今後

の展開。

(2)こ の事業の状況 とつ くば市での可能性 につい

て

気候市民会議の開催 にづいて

(1)今取 り組む理 由

(2)事業の 目的 と概要

職員がその力を十分発揮できるために「3700人

からなる大きな組織」で「部や課でのミッション

を再認識 し、心理的安全性を高めるコミュニケー

ションのあり方を対話 しています」とありますが

、3700人 の半数近くは会計年度任用職員です。
とりわけ保健師、各種相談員、司書といつた国家

資格である専門職の多くが非常勤という状況で、

市民を生活、健康面で支える職員のあり方につい

てつくば市の方針を伺います。

4 頼れる福祉

(4～ 5ページ)

5 便利 なインフ

フ

(5ページ)

6 活気ある地域

(5～ 6ページ)

7 誇れるまち

(6～ 7ページ)

8 むすびに

(7～ 8ページ)

※発言の質問事項 。要旨については、会派内で意見調整の上、提出 してください。

※答弁は、原則 として市長が行います。    平成 15年 12月 1日 全員協議会了承
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会派代表質問発言通告書
令 和 5年  2月 16日

午れ |1時 すP分 受 付
(濁告書  2 枚 )No。 1

令和 5年度市政運営の所信と主要施策の概要に対し、下記の事項について、会派を代

表して質問したいので通告します。

令和 5年 2月 16日

つくば市議会議長 工頭 泰誠 様

会派名 創生 クラブ 代表者氏名 高野 文男

会 派 構 成 議 員 数 _3人     発言者氏名 中村  重雄

※発言の質問事項・要旨については、会派内で意見調整の上、提出してください。

※答弁は、原則 として市長が行います。    平成 15年 12月 1日 全員協議会了承

答弁者

市長

市長

市長

市長

教育長

要 』
口

つ くばスーパーサイエンスシティ構想における先進的な

取組の進め方について

当初予算額が過去最大となった。予算編成の方針につい

て伺 う。

スーパーシティの優先エ リア (小 日 。宝陽台)地区を対象

とした医療Maas実証実験について、課題のフィー ドバ ック

や令和 5年度か らの改善点・進め方について伺 う。

つくば市は教育相談員・スクールゾーシャルワーカーを増

員する状況にあるが、今後の教育のあり方について、また

、時代の変化への捉え方について伺う。

質 問 事 項

1 は じめに に

つ い て (1～ 2

ページ)

2 令和 5年度

当初予算 (案 )

の概 要 につい

て (2～ 3ペー

ジ)

3 徹底 した行

政改革 につい

て (3ページ)

4 安 心の子育

てにつ いて (3

～4ページ)



会派名  創 生 クラブ 代表者氏名  高野 文男 NO。   2

※発言の質問事項・要旨については、会派内で意見調整の上、提出してください。

※答弁は、原則として市長が行います。    平成 15年 12月 1日 全員協議会了承

答 弁

者

市長

市長

市長

教育長

市長

市長

要 』
日

つくば市では「高齢者福祉計画 (第 8期 )」 1こ 基づき、

様々な事業が進められている。高齢者の社会参加の促進

についての見解及び今後の取組について伺 う。

また、障害のある方が自分らしく生活できる環境づく

りについての見解及び今後の取組について伺 う。

高齢者の移動支援や通勤通学利用 としても利用 される

公共交通機関の更なる利便性向上についての見解及び今

後の取組について伺 う。

ジオパークを体験できる学習機会の提供についての見

解及び今後の取組について伺 う。

生物多様性について、人 口増 と併せて既存の自然や生

き物 とどのように共存・共生 していくのか、市の見解を

伺 う。

市長は市民や議員 との対話を大切にしていくとおっし

ゃつてお りますが、議会からの意見を広 く募 る機会を、

今後 どのように作っていくのか、見解を伺 う。

質 問 事 項

5 頼れ る福祉

につ いて (4～

5ページ)

6 便利なイン

フラについて

(5ページ)

7 活気ある地

域について (5

～ 6ペー ジ )

8 誇れ るまち

につ いて (6～

7ページ)

9.むすびにに

ついて (7～ 8ペ

ージ)


